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食　　物

中国貴州省西南部の苗（ミャオ）族と布依（プイ）族の食文化

　（９）年間行事と行事食

名古屋女大生研　○平野年秋　内島幸江　南広子　八田耕吉　末田香里＊

　目的　両民族とも照葉樹林文化を継承してきた民族である。これらの人々の食文化を明

らかにする目的で調査を行なった。本報では年間行事と行事食について報告する。

　方法　調査地：勁西南布依族苗族自治州内の興義市、興仁県、貞豊県、安龍県および珊
亨県。　調査時期：平成３年８月から平成６年１月までに７回の現地調査を行った。　調

査方法：布依族、苗族の農民を対象とし、行事とその意義、各行事に特徴的な食品や料理

などについて観察ならびに面接聞き取り法で調査した。

　結果　以下に各行事の呼び名と期日、主な食品等について記す。
１）春節　１月１日（陰暦、以下同じ）。　最も大切な行事。年豚、豚の頭、杷杷、長菜。

　（綜杷、粧杷）　2)元宵節、正月1 5日。　湯圓。　　3)了年　１月３０日。　正月の

終わり。　４）二月二（ｱﾙﾕｴｱﾙ）、龍拾頭ともいう。　２月２日。　気象の安定を祈る。花

米飯（染めおこわ）。　5）三月三（ｻﾝﾕｴｻﾝ）‘　３月３日。　墓参り。土地の神の祭り。豊

作祈願。花米飯。　6）四月八（ｽｰﾕｴﾊﾟ）、開秋門(ｶｲﾔﾝﾒﾝ）とも　４月･8日。　田植えの始
まり。犯杷（橘米のつき餅、丸餅））。　7）端午節　５月５日。　綜杷（ちまき）。

8)六月六（ﾘｭｰﾕｴﾘｭｰ）6月６日。　椋杷。田の神の祭り。（虫送り）　9）七月半（ﾁｰﾕ

ｴﾊﾟﾝ）7月1 5日。花米飯。祖先をまつる。　１０）中秋　８月1 5日。　11）重陽節

　９月９日。mm。　1 2）十月－（ｼｰﾕｴｲｰ）、牛王節　１０月１日。　牛の労をねぎらう。

牛王杷。　この中で、春節、七月半、三月三がとくに大切な行事という。
＊　酒井映子、中国科学院昆明植物研究所　胡国文　謝立山

2Ja－5 朝鮮通信使饗応食（第14報）

　　　　　長崎女子短大

福岡藩及び近隣藩に於ける通信使への進物

　大　坪　藤　代

　目的：通信使への旅程中の接待には、沿道諸藩の饗応食、下行(食材料の提供）及び音

物（進物）がある。音物については、淀川御楼船上の船中御見舞の折・重・樽（第11報）

の他に、宿駅到着後に音物が贈られた。音物の有無、内容については各藩共に近隣藩の調

査及び対馬藩への問い合わせ等を行って対応したが、藩、参・下向、年度等で異なってい

た。そこで、福岡藩の音物を中心に近隣藩についても調査を行った。

　方法：黒田家文書（朝鮮人来朝記録及び帰国記録：天和２年、正徳元・２年、享保４年、

延享５年・寛延元年、宝暦13年・明和元年）,手島家史料（朝鮮人来聘記：享保度。延享

度、宝暦度）,通航一覧等の史料より分析した。

　結果：参向時　①天和信使では壱岐、藍島では音物はなく、蒲刈（広島藩）・輛（福山

藩）・牛窓（岡山藩）・室津（姫路藩）では樽（酒）、鮮魚又は鰹節・煎海鼠、菓子折等

が三使に贈られた。②藍島に於いては正徳信使以降は三使～上官の饗応は下行に変更され、

それに伴い音物を贈った。内容は、三使では菓子・鯉魚・昆布・千鯛・樽を、上々官～下

官にも階層に応じ贈られた。下向時　①天和信使では福岡藩は藍島到着時、翌朝、出船時

と３回の音物をした。範囲は到着時全員、翌朝三使～次官、出船時三使・上々官であった。

　通信使に随行した長老、通詞、対馬藩主、同藩士にも地酒・鮮干魚・果物・菓子等各地

の名産品や、布地、衣服、蝋燭等の音物が贈られた。
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